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概　要

　本研究は，小学生が図画工作科の作品をつくる際に「できた」と終える姿と，「もっとした
い」と続けようとする2種類の姿が見られることから，「できた」と決める判断の背景に働い
ている意識を明らかにすることを目的としている。「できた」と思う要因について，小学校4，
5年生61名（5年男17名・女15名，4年男15名・女14名）にアンケートによる調査を行った。
仮説では「できた」と終わりを決めることに影響を及ぼしているのは，おそらく材料や終わり
の時間などの外的要因であると考えた。しかし，調査の結果からその外的な要因ではなく，個
人の満足や手応えなど内面に関する意識が強く，子どもは自分自身で納得して決めることを大
事にしているということが明らかになった。

Ⅰ　はじめに

　図画工作科の作品制作において，活動の終わり
には2種類の子どもの姿が現れる。一つは「でき
た」と作品制作を終える姿，もう一つは「もっと
したい」と作品制作を続けようとする姿である。
学習指導要領によれば図画工作科の学習でつく

り，つくりかえ，つくり続けようとする姿は，児
童の資質・能力が自然に発揮されている姿とも言
えるとある。1 図画工作科の学習において児童の
資質能力を確かに育んでいく上で，後者の「もっ
としたい」というような価値追求に向かう児童の
姿が見られる授業が求められていると言えよう。
　子どもがつくり，つくりかえ，つくりつづける
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ということについて，青木善治（2017）は次のよ
うに述べている。「子どもにとっての造形行為は，
様々な「もの・ひと・こと」にかかわりながら，
材料の色や形のよさやおもしろさから思いを広げ
て，新しい意味を「作品」としてつくると同時に，
自分の見方や感じ方や表し方を完結させることな
く，自分をつくり，つくりかえ，つくり続けてい
る」2。この考えに立つなら，子どもにとって「作
品」とは単なる「もの」ではなく，その子にとっ
ての意味が込められているものであると言える。
また，制作途中の作品に働きかけ，そこから感じ，
考え，つくることを繰り返していく中で，子ども
は常に自分の感じ方や表し方を働かせながら意味
をつくり続ける。「もっとしたい」と続けようと
する姿はそのような現れの一つと考えられる。
　では，作品制作に当てられた授業時間の終わり
に「できた」と声を上げる児童の現れについては
どのように考えられるだろうか。実際の授業場面
においてそのような子どもの姿は少なくない。こ
のような児童の判断が，つくり，つくりかえ，つ
くりつづけた結果としてのものなのか，またはそ
の他の意識が背景にあるのかということについて
述べている研究は見られず，これを明らかにする
ことはこれからの図画工作科の授業の在り方を考
える上で有効であると考える。
　そこで，本研究では授業によく見られる子ども
の姿のイメージから，「できた」と終えるのは「終
わりの時間になったから」という意識が多いので
はないかという仮説にたち，「できた」「終わった」
ということに対して子どもがどのように認識して
いるのかを調査した。調査は質問への回答や記述
に子どもの意識が明確に表れる必要があることを
考え，4年生及び5年生の児童を対象に，その当
時行なっていた題材が終了した直後にアンケート
形式で行うこととした。

Ⅱ　調査方法

２．１　調査参加者

　所属：小学生（4，5年生）

　人数：61人（男32，女29）
　調査実施：2018年7月
　調査時に終えていた学習
　４年生「ドリームマンション」
　　　〜絵や立体，工作に表す〜（全４時間）
　一人1個の段ボールで住んでみたい家をつく
り，その後，それぞれの家を合わせ，グループで
1つの建物にする学習である。

　５年生「広がる線の世界を楽しもう」
　　　〜絵や立体，工作に表す〜（全6時間）

針金や竹串などの線材を組み合わせ，自分の思い
描く「あそびば」を表す学習である。

２．２　質問紙構成

２．２．１　「できた」と決める要因

　美術教育を専攻とする3名の現職教員及び大学
教員により，図画工作科の学習場面における児童
の様子について，「できた」と決めた背景にある
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意識として考えられることを調査し，分類・整理
した。その結果，質問項目は「できた」と判断し
たタイミングに関するもの3項目，要因に関する
もの7項目となった。回答はそれぞれの項目に対
して“とても当てはまる（5点）”から“全然当
てはまらない（1点）”の5件法で求めた。
　また，「時間内に終わらなかった」という項目
に対して“当てはまる（4点）”と“とても当て
はまる（5点）”を選択した児童について，その
理由を記述してもらうとともに，欲しい時間を分
単位での回答し，その理由を記述で求めた。
２．２．２�　「作品のお気に入り度」に対する意

識

　自分の作品に対しどの程度気に入っているのか
について，“すごく気に入っている（5点）”から
“全然気に入らない（1点）”の5件法で回答を
求めた。
２．２．３　「もう１時間続けるか」

　もしもう1時間あるとしたら作品作りを続ける
かどうかについて，“絶対続ける（5点）”から“絶
対続けない（1点）”までの5件法で，またその
理由について記述での回答を求めた。
２．２．４　「よかった」と感じていること

　学習（題材）を通して子どもが「よかった」と
感じたことに対して考えられる内容を9項目あ
げ，回答を“とても当てはまる（5点）”から“全
然当てはまらない（1点）”の5件法で求めた。
２．２．５　基本的属性

　回答者の性別および学年，感想などの自由記述
欄を設けた。
２．２．６　倫理的配慮

　調査は無記名式で行うとともに，回答は直ちに
記号化されコンピュータによって統計的に分析さ
れるため個人が特定されることはないこと，個人
情報の保護に最大限の配慮をすることを口頭にて
説明した。

Ⅲ　調査結果及び考察

３．１　「できた」と決める背景

　まず「できた」と決めたタイミングについての
全体，男子，女子それぞれの平均値と標準偏差を
求め，表1に表す。

　「できた」と決めた３種類のタイミングについ
ての参加者内分散分析を行った結果，全体�
（F(2，120)＝6.96，p＜.01）では「終わる時間の前」
と「終わる時間ギリギリ」で平均値が最も高く，
「終わらなかった」は2つに比べて低い結果を示
した。続いて参加者間分散分析を行った結果，男
子（F(2，62)＝7.91，p＜.01）では「終わる時間の前」
で最も平均値が高く，続いて「終わる時間ギリギ
リ」であった。女子（F(2，56)＝1.69，ns）では「終
わる時間ギリギリ」で最も平均値が高く，「終わ
る時間の前」と「終わらなかった」は低い結果を
示した。また，「終わる時間の前」での平均値は
男子が女子よりも明らかに高い結果を示した。こ
れらから，男子の方が「終わりの時間」によって
「できた」を決めるのではなく，その前であって
も納得したから「できた」と決める傾向にあると
考えられる。
　次に，「できた」と決めた７種類の理由につい
て，全体，男子，女子それぞれの平均値と標準偏
差を求め，表2に表す。
　「できた」と決めた7種類の理由についての参
加者内分散分析を行った結果，全体（F(6，360)�
＝36.46，p＜.01）では「予想以上にできた」で
平均値が最も高く，「十分にやり尽くした」「計画

表１�　「できた」と決めたタイミング　平均（標準
偏差）
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通り」も高い値を示した。一方，「材料がなくなっ
た」で最も低く，「これ以上やったら変になる」「終
わりの時間になった」も低い値を示した。
　平均値の高い結果，低い結果それぞれに大きな
差は認められず，続いて参加者間分散分析を行っ
た。その結果，男子（F(6，186)＝29.63，p＜.01）
では「十分にやり尽くした」で最も平均値が高く，
「予想以上にできた」「計画通り」も同程度の高
い値を示した。女子（F(6，168)＝10.50，p＜.01）
では「予想以上にできた」で平均値が最も高く，
「十分にやり尽くした」「計画通り」も高い値を
示した。男子も女子も平均値が高い理由は全体と
同じ結果を示した。
　また，男女間で見ると，「予想以上にできた」
（男子M＝4.03，女子M＝3.55），「十分にやり尽
くした」（男子M＝4.09，女子M＝3.45），「計画
通り」（男子M＝3.94，女子M＝3.21）で男子の
方に高い値が見られ，「これ以上やったら変にな
りそう」（男子M＝1.59，女子M＝2.21）で女子
の方に多い値が見られた。
　これらから，子どもは表したいことが十分にで
きたら時間に関係なく「できた」と決める傾向に
あると考えられる。また，全体，男子，女子いず
れにおいても，「時間」とともに「材料」で同様
の低い結果を示しており，これらの外的な理由で
「できた」とは思わないと考えられる。子どもは
「時間」に合わせて表現を終えるだろうという仮
説とこれらの結果は異なるものであった。子ども
が「できた」と終わりを決めることと「時間」は

あまり関係がなく，「十分にできた」「予想以上に
できた」「計画通り」など，個人の満足や手応え
など内面に関することが「できた」の決定に影響
していると考えられる。
　次に「できた」と決めた要因7項目に対して最
尤法・Promax回転による因子分析を行った。
Promax回転後の最終的な因子パターンと因子間
相関を表3に示す。

　第1因子は自分の作品制作と強く結びつかない
項目など「妥協」因子とした。表２の結果で低い
値を示した項目が集まったものである。第2因子
は1つしかないが，「計画通り」という項目から
「計画」因子とした。第3因子は「予想以上」「十
分にやりつくした」という項目から「満足」因子
とした。
　表2で示した7項目の値を3つの因子にまと
め，その平均値を表4に示す。

表３�　「できた」と決めた要因の因子分析結果
（プロマクス回転後の因子パターン）

表４　「できた」と決めた要因の因子ごとの平均

表２　「できた」と思った理由



341

図画工作科の作品制作において児童が「できた」と思う要因

　「妥協」に該当する4項目の全体の平均値は「計
画」「満足」に該当するものと比べて明らかに低
く（「妥協」2.07に対し「計画」3.59，「満足」3.80），
「計画」と「満足」の2つの要因が個人の内面に
あり，「できた」の決定に影響を及ぼしていると
考えられる。また，「計画」と「満足」では男女
の平均値の差が「妥協」に比べ大きく（「妥協」
男女差0.25，「計画」0.73，「満足」0.56），男子の
方が高い値を示している。
　そこで，「計画」と「満足」，2つの因子間にお
ける男女の傾向をみるため，3つの因子負荷量を
性別と学年で比較した結果を表5に示す。

　「計画」において男女によって有意な差（p＝
0.04）が見られた。「満足」では男女によって有
意な傾向（p＝0.09）が見られた。また，学年に
よる有意な違いはどの因子においても見られな
かった。続いて，「計画」「満足」における参加者
間分散分析を行い，男子と女子の結果を表6に示
す。

　「計画」において男の方が女子よりも高い値を
示した(F(1，59)＝4.21，p＜.05)。また，「満足」
より「計画」において表5の結果同様，男子に有
意な差が認められた。また，表2の結果では「②
計画通りにできたから」の項目における男女の平
均値の差が他の項目に比べ最も大きかった（②の
男女差0.73，すべての項目の男女差の平均0.45）。
これらから男子の方が「計画」ということに対し，
高い意識を示していると考えられる。

３．２　手応えや満足感の要因

　子どもが図工の時間において「よかった」と感
じたことについて全体，男子，女子それぞれの平
均値と標準偏差を求め，表7に示す。
　「よかった」と感じた9種類の項目について参
加者内分散分析を行った結果，全体（F(8，480)�
＝10.44，p＜.01）では「新しいアイデアが思い
ついたこと」で平均値が最も高く，「自分の思う
ような方法でできたこと」「作品が出来るまでの
変化が見られたこと」も高い値を示した。一方，
「友達から認められたこと」で最も低く，「先生
から認められたこと」も低い値を示した。
　平均値の高い結果，低い結果それぞれに大きな
差は認められず，続いて男女による分散分析を
行った。その結果，男子（F(8，279)＝3.60，p＜.01）
では「新しいアイデアが思いついたこと」で平均
値が最も高く，「作品が出来るまでの変化が見ら
れたこと」「自分の思うような方法でできたこと」
も高い値を示した。女子（F(8，224)＝7.73，p＜.01）
では「新しいアイデアが思いついたこと」で平均
値が最も高く，「自分の思うような方法でできた
こと」も高い値を示した。男子も女子も平均値が
高い理由は全体と同じ結果を示した。
　男女間で見ると，「新しいアイデアが思い付い
たこと」（男子M＝4.38，女子M＝4.55），「自分
の思うような方法でできたこと」（男子M＝4.25，
女子M＝4.38），「新しい材料が使えたこと」（男
子M＝3.84，女子M＝4.00），「新しく出来るよう
になったこと」（男子M＝3.88，女子M＝4.03）
で女子の方に高い値が見られた。一方，「作品が

表５�　「できた」と決めた要因の因子と男女・学年
の相関

表６�　「計画性」「満足感」と男女の平均値及び標
準偏差
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出来るまでの変化が見られたこと」（男子M＝
4.31，女子M＝4.07），「満足いくまでできたこと」
（男子M＝4.19，女子M＝3.66），「表し方を試し
ながらできたこと」（男子M＝4.13，女子M＝3.66）
で男子の方に高い値が見られた。
　これまでの「できた」と決める背景についての
結果から，「よかった」と感じることについても「④
自分の思うような方法でできたこと」や「⑦満足
いくまでできたこと」という目標への満足や手応
えに関する項目に高い値を示すだろうと考えた。
しかし，「④自分の思うような方法でできたこと」
は高い値を示したが，「⑦満足いくまでできたこ
と」は他の項目に比べると高い値とは言えず，子
どもが「よかった」と感じることと「できた」と
決めることは必ずしも一致しないと考えられる。
　また，友達や先生から認められること，つまり
評価されることをあまり気にしていないことや，
評価をされることが「よかった」と感じることに
つながるわけではないと考えられる。
　それに対し，「⑧表し方を試しながらできたこ
と」や「⑨作品が出来るまでの変化を見たこと」
の項目は高い値を示していることから，自分の成
長や変容を感じることが「よかった」につながる
と考えられる。
　また，「③新しい材料が使えたこと」「⑤新しく

できるようになったこと」「⑥新しいアイデアが
思いついたこと」なども評価されることに比べ高
い値を示している。これらは子どもが新たな発見
に価値を感じていることの表れであると考えられ
る。他の教科の学びと同じように，図画工作科の
学習においても，作品をつくる過程で新たな気付
きや発見をしたり，そのことから新たなアイデア
が思い付いたりすることが，学習に対して「よ
かった」と感じることにつながると考えらえる。
　次に，作品に対する「お気に入り度」と「よかっ
たと感じたこと」の相関を表8に示す。
　お気に入り度と強い正の相関を示しているのは
「⑦満足いくまでできたこと（r＝.62，p＜.01）」
「④思う方法でできたこと（r＝.54，p＜.01）」で
ある。目標への満足や手応えが作品のお気に入り
度に影響していることがうかがえる。「⑥新しい
アイデアが思いついたこと（r＝.44，p＜.01）と「⑨
作品が出来るまでの変化が見られたこと�
（r＝.38，p＜.01）が中程度の相関を示した。こ
れらの結果から，表７「よかった」と感じたこと
の結果で高い値を示したことは作品のお気に入り
度とも関連していると考えられる。
　また，「⑦満足いくまでできたこと」はほとん
どの項目に関わってある程度強い相関の値を示し
ていることから，その他の項目間における相関を

表７　よかったこと



343

図画工作科の作品制作において児童が「できた」と思う要因

見たところ，「①友だちから認められたこと」と「②
先生から認められたこと」（r＝.62，p＜.01），「④
思う方法でできたこと」と「⑥新しいアイデアが
思いついたこと」（r＝.57，p＜.01），「⑤新しくで
きるようになったこと」と「⑨作品が出るまでの
変化を見たこと」（r＝.57，p＜.01）で強い相関が
見られた。さらに，「①友だちから認められたこと」
と「⑧表し方を試しながらできたこと」（r＝.47，
p＜.01），「③新しい材料が使えたこと」と「⑨作
品が出来るまでの変化を見たこと」（r＝.43，�
p＜.01），「⑤新しく出来るようになったことが
あったこと」と「⑥新しいアイデアが思いついた
こと」（r＝.41，p＜.01）に中程度の相関が見られた。
　「①友だちから認められたこと」と「②先生か
ら認められたこと」における強い相関について
は，特定の対象に限らず，他者からの評価に対す
る強い意識の表れであると考えられる。また，
「①友だちから認められたこと」と「⑧表し方を
試しながらできたこと」に中程度の相関が見られ
る。実際の活動場面では自分で思い付いたり考え
たりしたことを試してみた後，その結果から次に

どうするかを判断することが必要になる。その際，
友だちからの肯定的な一言が「（試して）よかっ
た」と感じることにつながると思われる。「⑨作
品が出来るまでの変化を見たこと」と「⑤新しく
できるようになったこと」や「③新しい材料が使
えたこと」の相関については，新しい材料や技法
などを経験すると，そのことによって自分の表現
や作品がどのように変化するのかを確かめたくな
るものである。この結果は表7で示したことと重
なるものである。

３. ３　「もう１時間」に求めること

　「もしもう1時間あったら作品作りを続ける
か」に対する回答をお気に入り度ごとに表した結
果を図1に示す。この設問は子どもの「つくり，
つくりかえ，つくりつづけようとする」意識の表
れをみるものである。
　作品を「気に入っている」という回答をしたグ
ループ（「すごく気に入っている」41人，「まあま
あ気に入っている」13人，計54人）のうち，83%
が「もしもう１時間あれば続ける」と回答してい

表８　お気に入り度と「よかったこと」の相関
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る（「絶対続ける」36人，「まあ続ける」9人，計
45人）。また，「気に入らない」グループ（1人）
に「もう1時間あれば続ける」という回答は見ら
れなかった。お気に入り度の高い方にもう1時間
続けたいという意識が見られる。
　これまでの結果から，作品のお気に入り度には
「目標への満足や手応え」「成長や変容を感じる
こと」「新たな発見に価値を感じること」などの
内面的な意識が影響していると考えられた。ま
た，子どもが「できた」と決める背景には「計画」
と「満足」という２つの要因が個人の内面に存在
していると考えられた。これらのことから，お気
に入り度に肯定的な回答を示しているということ
はある程度の手応えや満足感を感じており，自分
の作品に対して「できた」と感じている傾向にあ
る状態だろうと思われる。そのことと「もう1時
間あれば続けたい」という回答の多さは一見矛盾
するように思われる。なぜなら，実際の授業場面
において「もう１時間続けたい」という言葉が子
どもから聞かれるのは作品がまだ完成していな
い，完成させたいという場面が多いからである。
　続いて「もしもう１時間あったら作品作りを続
けるか」に対する回答とその理由を図2に示す。
記述された理由には内容の類似したものも見られ
ることから，「①もっとしたいこと・アイデア」
「②テーマに近づけたい」「③表現（作品）への
期待・可能性」「④手応え」「⑤楽しさを追求」「⑥
未完成・不十分」「⑦妥協」「⑧失敗への恐れ」「⑨
完成」の9種類に分類した。
　図1において，「気に入っている」グループで

「もう１時間あれば続ける」と回答した理由を見
ると，「①もっとしたいこと・アイデア」と「③
表現（作品）への期待・可能性」が多数を占めて
いる。一方，同グループで「続けない」と回答し
た理由としては「⑨完成」と感じているものがほ
とんどであった。また，お気に入り度で「どちら
ともいえない」「あまり気に入らない」と回答し
たグループの「もう１時間」に対する回答理由を
見ると，「続ける」理由としては「③表現（作品）
への期待・可能性」及び「⑥未完成・不十分」が
該当した。
　これらの結果から，子どもの「もう１時間あれ
ば続けたい」という意識は，お気に入り度によっ
てその内容が異なると考えられる。お気に入り度
が高いグループの子どもにとっては「まだアイデ
アが浮かびそう」「作品をもっとよくしたい」と
いうような，よりよいものや更なる手応えを目指
そうとするものが中心であると考えられる。記述
内容にも内容や方向性が漠然としているものが多
く，「これができていないから」「ここをやり遂げ
たいから」という具体的な課題ではなく，「より
よくしたい」という価値追求に向かうものである
と推察される。手応えや満足感などの要因がお気
に入り度や「できた」の決定に影響しているとい
うことからも，子どもはある程度の物理的な完成
ではなく，“自分の納得を伴った完成”を目指す
傾向にあると考えられる。
　「もう１時間続けたい」という言葉が子どもか
ら聞かれるのは作品がまだ完成していない，完成
させたいという場面というように一見捉えられ
る。確かにそのような状況もあるだろうが，それ
よりも作品を気に入っているからこそさらによく
したいという思いはむしろ自然であり，そのそう
な思いが「つくりつづけたい」という意欲につな
がるのではないか。

Ⅳ　終わりに

　本研究では図画工作科の作品制作の終わりに
「できた」と終える姿と，「もっとしたい」と続

図１　お気に入り度と「あと1時間」
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図画工作科の作品制作において児童が「できた」と思う要因

けようとする2種類の子どもの姿が見られること
から，「できた」と決める判断の背景に働いてい
る意識を明らかにするべく検証してきた。
　小学校4年生と5年生61名（5年男17名・女15 
名）を対象とした図工の学習についてのアンケー
トによる意識調査の結果から，「できた」と終わ

りを決めることに影響を及ぼしているのは「十分
にできた」「予想以上にできた」「計画通り」など，
個人の満足や手応えなど内面に関することである
ことが明らかになった。仮説では，子どもは「時
間」に合わせて表現を終えるだろうと考えていた
が，「時間だから」「材料がなくなったから」など

図２　「あと1時間」に対する意識
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の外的な理由ではなく，子どもは自分自身で
「やった，できた」と納得して決めることを大事
にしているということが明らかになった。
　相関を分析した結果，個人の満足や手応えでや
や強い相関が見られた。このことは「よかった」
「お気に入り」という項目の分析結果にも同様の
傾向が見られたことから，個人の満足や手応えを
感じたときに「よかった」「お気に入り」と感じ
ることが分かった。
　また，３．３「もう１時間」に求めることに示
したように，作品へのお気に入り度が高いほど
「もう1時間続けたい」という回答が多く，その
理由は「よりよくしたい」という価値追求に向か
うものであることが明らかとなった。個人の満足
や手応えなどの要因がお気に入り度や「できた」
の決定に影響しているということからも，子ども
は 「自分の納得を伴った完成」を目指す傾向にあ
ると考えられる。
　図画工作科の学習で「つくり，つくりかえ，つ
くりつづける」子どもの姿を目指すには，一人一
人が自分自身の手応えや満足を感じることができ
るような学習活動の構成や展開の工夫，制作過程
における自己評価の工夫などが求められるだろう。
　今後の課題として，そのことを教科として限ら
れた時数の枠で，どのような方法であれば効果的
に行うことができるのか，実践を通して検証して
いくことが求められる。また，今回の調査は２つ
の学年の限られた題材でのものであった。他の学
年や内容ではどのような意識が見られるのかが今
後の課題として検討が求められる。
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